
       

 

白
鳥
神
社
で
は
元
旦
の

歳
旦
祭
を
始
め
年
間
十
二

回
程
の
神
事
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
九
月
の
例
大
祭

の
時
に
演
奏
致
し
ま
す
。

そ
こ
に
浦
安
の
舞
も
入
れ

て
、
五
穀
豊
穣
、
国
家
の
安

寧
を
祈
願
い
た
し
ま
す 

大
き
な
神
社
で
は
神
事
の

時
に
、
雅
楽
が
演
奏
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
神
事
の
場

を
厳
か
で
神
聖
な
も
の
と

す
る
事
が
主
な
目
的
で
す
。

近
年
に
な
り
一
般
的
に
は
、

お
稚
児
さ
ん
や
結
婚
式
、

葬
儀
な
ど
の
大
き
な
儀
式

の
時
に
も
演
奏
を
さ
れ
る
。

白
鳥
神
社
で
も
雅
楽
と
言

う
も
の
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
概
略
を

記
し
て
み
ま
す
。 

雅
楽
の
歴
史
は
、
１
４
０
０
年
程
前
、
朝
鮮
・
中
国
か
ら
伝
わ

り
、
そ
れ
を
日
本
固
有
の
音
楽
や
舞
と
合
わ
せ
て
、
日
本
流
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
、
平
安
時
代
に
、
日
本
の
雅
楽
と
し
て
完
成
さ

せ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

当
時
は
朝
廷
に
楽
隊
を
編
成
し
て
、
神

社
仏
閣
の
祝
い
事
等
に
、
演
奏
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

雅
楽
は
、
平
安
時
代
、
宮
中
、
貴
族
の
間
で
育
ま
れ
た
古
式
ゆ

か
し
い
音
楽
で
、
貴
族
の
教
養
科
目
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
朝
廷
か
ら
神
社
や
お
寺
が
引
き
継
い
で
、
近
年
は
大
事
な

伝
統
文
化
と
言
う
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
様
々
な
人
が

受
け
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

雅
楽
は
世
界
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
言
わ
れ
る
。 

指
揮
者

は
居
り
ま
せ
ん
。
奏
者
は
阿
吽
の
呼
吸
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。 

昭
和
三
十
年
に
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

白
鳥
町
の
雅
楽
は
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）（
１
２
４ 

年
前
）

石
徹
白
で
始
ま
り
、
北
濃
村
に
下
り
て
き
て
、
白
鳥
区
で
は
、
大

正
４
年
（
１
９
１
５
）（
１
１
１ 

年
前
）
に
来
通
寺
の
仏
事
で
演

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
（
53
年
前
）

に
白
鳥
雅
楽
会
が
組
織
さ
れ
、
神
社
、
寺
院
に
お
け
る
儀
式
に

奉
仕
す
る
と
言
う
精
神
で
活
動
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。  

演
奏
す
る
楽
器
は
笙
（
シ
ョ
ウ
）
、
篳
篥
（
ヒ
チ
リ
キ
）
、
龍
笛

（
オ
ウ
テ
キ
）
、
大
太
鼓
（
ダ
ダ
イ
コ
）
鞨
鼓
（
カ
ッ
コ
）、
鉦
鼓

（
シ
ョ
ウ
コ
）
演
奏
す
る
曲
目
は
、
越
天
楽
（
エ
テ
ン
ラ
ク
）
、

音
取
（
ネ
ト
リ
）
、
抜
頭
（
バ
ト
ウ
）、
五
常
楽
（
ゴ
ジ
ョ
ウ
ラ
ク
）、

盤
渉
越
天
楽
（
バ
ン
シ
キ
エ
テ
ン
ラ
ク
）。
越
天
楽
（
エ
テ
ン
ラ

ク
）
と
は
、
雅
楽
の
中
で
一
番
有
名
な
曲
で
、
主
に
お
め
で
た
い

時
に
演
奏
さ
れ
ま
す
。 

ご
存
知
、
筑
前
民
謡
〝
黒
田
節
〟
も
こ

れ
が
元
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 
音
取
（
ネ
ト
リ
）
と
は
、
音
楽
を
演
奏
す
る
前
に
、
楽
器
の
音

調
を
整
え
る
、
短
い
一
序
奏
。
抜
頭
（
バ
ト
ウ
）
と
は
、
唐
の
后

が
嫉
妬
し
て
鬼
に
な
る
。
ま
た
父
を
猛
獣
に
殺
さ
れ
た
子
が
獣

を 

捜
し
求
め
て
殺
し
、
歓
喜
し
て
舞
う
様
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
五
常
楽
と
は
人
の
道
の
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
を
五
つ
の
音

に
あ
て
は
め
て
曲
に
し
た
も
の
。
盤
渉
越
天
楽
（
バ
ン
シ
キ
エ

テ
ン
ラ
ク
）
と
は
、
越
天
楽
よ
り
高
音
で
奏
で
ら
れ
る
越
天
楽
。 

 

以
上
が
概
略
で
す
。
現
在
、
演
奏
者
は
十
三
人
。 

奏
者
募
集
中

で
す
。 

平
安
の
雅
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
女
性
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。
楽
器
、
衣
装
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
０
９
０-

４
８
６
９-

４
２
９
９
曽
我
和
美
。
８
２-

６
１
４
６
岩
城
純
一
郎
。 

 
 

 

歳
旦
祭
は
元
旦
早
朝
に
皇
居
を
始
め
、
全
国
の
神
社
で
行
わ

れ
ま
す
。「
歳
旦
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
「
歳
」
は
年
、「
旦
」

は
〝
夜
明
け
・
は
じ
ま
り
〟
を
表
す
漢
字
で
す
。 

つ
ま
り
歳
旦
と
は
、
「
年
の
は
じ

め
の
清
ら
か
な
朝
」
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
一
年
の
始
ま
り
に
際
し
、

神
へ
の
感
謝
と
報
告
と
お
願
い

を
す
る
祭
事
で
す
。 

＊
「
旧
年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
こ

と
」
「
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
」
こ
の
報
告
す
る

こ
と
が
歳
旦
祭
の
基
本
で
す
。 

＊ 

国
家
安
泰
を
祈
念
す
る
。
歳

旦
祭
は
私
た
ち
個
人
の
た
め
と

い
う
よ
り
、
ま
ず 

国
の
平
和
と

安
定
を
祈
る
祭
り
と
い
う
点
が

特
徴
的
で
す
。
今
日
本
は
平
和
で

す
が
世
界
で
は
理
不
尽
な
戦
争

が
絶
え
ま
せ
ん
。 

＊
五
穀
豊
穣
を
祈
る
。
神
道
は
農

耕
文
化
と
強
く
結
び
つ
て
い
る
。

故
に
神
事
で
は
農
事
改
良
組
合
代
表
は
上
席
で
す
。 

＊
最
後
に
地
域
の
氏
子
の
平
安
、
家
内
安
全
、
健
康
、
商
売
繁
盛

な
ど
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
一
年
を
願
い
ま
す
。 

  

か
な
り
前
か
ら
孫
達
に
言
わ
れ
て
い
た
。
白
鳥
神
社
の
お
み

く
じ
は
大
人
向
け
で
子
供
に
は
難
し
く
て
読
め
な
い
し
、
意
味

も
解
ら
な
い
。
親
に
引
い
て
も
ら
い
、
解
説
し
て
も
ら
わ
な
い

と
理
解
が
出
来
な
い
と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
。
今
年
は
子
供
用

の
く
じ
を
用
意
し
ま
し
た
。
対
象
は
小
学
生
以
下
と
言
う
感
じ

の
内
容
で
す
。
今
年
の
お
み
く
じ
は
大
人
用
が
約
１
２
０
０
通
、

子
供
用
か
約
２
０
０
通
、
お
求
め
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
昭
和

１
０
１
年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
皆
さ
ん
の
幸
福
へ
の
願
い

は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！ 

白
鳥
の
雅
楽 

歳
旦
祭 

子
供
の
お
み
く
じ 



 

 

三
月
八
日
、
祈
年
祭
と
初
午
祭

を
同
時
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
は
二
つ
と
も
二
月
に
行
う
の

が
通
例
で
す
が
、
雪
深
く
、
寒
さ
の

厳
し
い
季
節
を
避
け
て
、
十
年
程
前

よ
り
、
一
か
月
ほ
ど
遅
ら
せ
て
同
時

開
催
と
し
て
お
り
ま
す
。 

二
つ
と
も
、
稲
作
文
化
に
深
く

か
か
わ
り
も
あ
り
、
農
作
業
の
準

備
に
入
る
の
も
こ
の
地
方
と
し
て

は
、
三
月
の
方
が
良
い
の
で
は
と

思
い
、
変
更
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
当
日
は
寒
の
戻
り
な
の

か
、
拝
殿
の
中
で
の
神
事
は
非
常

に
寒
い
中
で
し
た
が
、
自
治
会
の

皆
さ
ん
は
じ
め
、
農
事
改
良
組
合
、

市
会
議
員
、
商
工
会
、
神
楽
代
表
と

総
代
衆
合
わ
せ
て
四
十
名
の
ご
参
加
の
元
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
祈
年
祭
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
秋
の
新
嘗
祭
は
豊
作

感
謝
の
祭
り
と
し
て
対
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
代
に
お
け
る
祈
年

祭
の
意
味
と
し
て
は
、
食
へ
の
意
識
、
食
べ
物
の
大
切
さ
へ
の
再
認

識
が
あ
り
ま
す
。
食
の
安
定
が
国
家
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の

食
料
自
給
率
が
低
い
事
も
、
考
え
る
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

初
午
祭
と
は
、
八
世
紀
の
頃
、
伏
見
稲
荷
大
社
に
稲
荷
神
が

二
月
の
初
午
の
日
に
降
臨
し
、
稲
作
文
化
を
広
め
ま
し
た
。
こ

の
日
に
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を
願
う
祭
り
と
し
て
今
日
に
続

い
て
お
り
ま
す
。
狐
は
稲
荷
神
の
使
い
で
あ
り
、
油
揚
げ
を
好

む
と
い
う
信
仰
か
ら
、
神
前
に
供
え
ら
れ
ま
す
。
戦
国
時
代
、
豊

臣
秀
吉
の
母
が
大
病
と
な
り
、
秀
吉
は
稲
荷
神
社
に
祈
願
し
た

所
、
快
癒
し
た
事
か
ら
、
病
気
回
復
と
し
て
も
信
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
又
、
江
戸
時
代
、
今
の
三
井
財

閥
が
稲
荷
神
を
信
仰
し
、
隆
盛
し
た
こ

と
か
ら
商
売
繁
盛
の
神
と
も
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
白
鳥
で
は
初
午
祭
の
日
に

は
米
で
作
っ
た
初
午
団
子
を
供
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
米
か
ら
作
ら

れ
る
お
酒
、
そ
れ
に
稲
荷
寿
司
と
致
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
を

念
頭
に
し
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
三
月
で
社
守
の
曽
我
幸
男
様
、
副
総
代
長
の
野
々
村
薫

様
、
総
代
の
曽
我
和
弘
様
、
三
島
繁
様
、
松
山
幸
盛
様
、
須
甲
真

司
様
、
渡
辺
剛
様
、
の
七
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
在
任
中

は
、
白
鳥
神
社
に
対
し
ま
し
て
、
篤
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
離
任
さ
れ
ま
し
て
も
当
神
社
へ

の
ご
高
配
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
四
月
か
ら
は
左
記

の
陣
容
で
護
持
運
営
に
当
た
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
赤
字
は
新
任
で
す
） 

一
号
組
・
・
・
・
原 

雅
彦 

二
号
組
・
・
・
・
岩
大
路
毅 

三
号
組
・
・
・
・
古
家
孝
一 

四
号
組
・
・
・
・
渡
辺
修
司 

五
号
組
・
・
・
・
日
置
紀
寛 

 

六
号
組
・
・
・
・
金
子
和
則 

七
号
組
・
・
・
・
森 

博
明 

八
号
組
・
・
・
・
曽
我
敏
弘 

九
号
組
・
・
・
・
寺
田
吉
幸 

十
号
組
・
・
・
・
細
川
幸
彦 

十
一
号
組
・
・
・
大
澤
嘉
市 

十
二
号
組
・
・
・
三
輪
規
裕 

十
三
号
組
・
・
・
大
矢
栄
一 

十
四
号
組
・
・
・
川
崎 

弘 

十
八
号
組
・
・
・
西
村
政
司 

十
九
号
組
・
・
・
蓑
島
真
一 

宮
司
・
瀬
上
孝
男
、
社
守
・
野
々
村
薫
、
補
佐
・
川
崎 

弘 
総
代
長
・
古
家
孝
一
、
副
・
大
矢
栄
一
、
副
・
三
輪
規
裕 

監
査
役
・
曽
我 

誠
、
内
ケ
島
朗
、
相
談
役
・
瀬
木
重
瀰 

 

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

 
 

 

曽
我
幸
男
社
守
は
、
令
和
三
年
四
月
に
、
前
社
守
・
金
子
氏
の

跡
を
継
い
で
、
就
任
し
て
頂
き
ま
し
た
。
曽
我
氏
は
永
年
、
大
神 

楽
の
師
匠
と
し
て
、
後
進
を
指
導
さ
れ
、
雅
楽
の
奏
者
で
も
あ

り
、
副
総
代
長
を
も
務
め
て
頂
き
、
白
鳥
神
社
に
関
し
て
は
、 

 
 

そ
の
全
て
を
知
り
尽
く
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
秋
の
新
嘗
祭
に
は
、

そ
の
年
の
新
米
を
神
前
に
御

奉
納
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

約
五
年
に
及
ぶ
ご
奉
仕
を 

 
 

頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

体
力
の
限
界
を
感
じ
た
の
で
、 

身

を

引

き

た

い

と

の

申 
 

 
 

 

し
出
で
御
座
い
ま
す
。
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
辞
意
を
お

受
け
す
る
他
な
い
か 

と
、

思
う
に
至
り
ま
し
た
。 

尚
、
後
任
に
は
、
こ
れ
ま

た
、
神
楽
、
雅
楽
、
副
総
代
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
、
野
々
村 

薫
氏
が
就
任
さ
れ
ま
す
。
前

任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 「

十
月
の 

秋
あ
っ
た
か
と 

雪
虫
と
ぶ
」・
・
・
田
中
ヒ
サ
子 

「
雪
踏
み
て 

白
鳥
神
社 

初
詣
」・
・
・
・
・
・
田
中
ヒ
サ
子 

「
ご
る
ふ
み
ち 

鯉
も
寒
い
か 

姿
な
し
」・
・
・
田
中 

幸
子 

「
彼
岸
花 

き
れ
い
な
赤
に 

し
ゃ
が
み
込
む
」・
田
中 

幸
子 

「
盆
が
過
ぎ 

皆
淋
し
き 

百
日
紅
」・
・
・
・
・
日
溜
り
ジ
ジ 

「
白
鳥
の 

神
木
刻
む 

人
類
の
と
き
」・
・
・
詠
み
人
知
ら
ず 

「
初
春
の 

雪
踏
み
し
め
て 

宮
参
り
」・
・
・
・
・
白
鳥
の
人 

「
中
東
の 

和
平
を
願
う 

祈
年
祭
」・
・
・
・
・
・
・
寅
次
郎 

 
 ４

／
１
・
・
・
宮
の
森
40
号
発
行 

４
／
３
・
・
・
防
火
祈
願
祭
～
秋
葉
神
社
～
自
治
会
主
催 

４
／
12
・
・ 

初
宮
神
事
・
新
旧
総
代
歓
送
迎
会
・
宮
掃
除 

５
／
３
・
・
・
稲
荷
神
社
例
祭
神
事 

６
／
５
・
・
・
自
治
会
・
総
代
会
三
役
会
議 

６
／
21
・
・ 

宮
掃
除
（
自
治
会
と
共
同
） 

７
／
10
・
・ 

例
祭
打
合
せ
会
議
～
神
楽
幹
部
・
総
代
三
役 

７
／
12
・
・ 

境
内
・
秋
葉
神
社
草
刈
り
清
掃 

７
／
19
・
・ 

初
宮
神
事 

 
 一

、 

焼
却
炉
鉄
扉
寄
付
・
・
・
・
・
・
・
・
・
寺
田
吉
幸 

様 

一
、 

お
守
り
木
札
製
作
・
・
・
・
・
・
・
・
・
川
崎 

弘 

様 

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 ご

希
望
の
方
は
０
５
７
５(

８
２)

４
３
８
７･

瀬
上
宮
司
ま
で 

(

文
責
・
瀬
木)

 

祈
願
祭
・
初
午
祭 

総
代
新
陣
容 

曽
我
社
守 
ご
勇
退 

み
ん
な
の
俳
句
・
投
稿
・
そ
の
四 

令
和
八
年
四
月
か
ら
の
行
事
予
定 

御
寄
進
・
ご
奉
仕 

御
朱
印
受
付 


